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家畜化された糸状菌である麹菌も野生種と同様に光に応答する能力があることが解ってきました。

これまで、糸状菌を用いた発酵生産工程においては、生産性に影響する因子として、温度、栄養条件、

攪拌、初発菌体量などが重視されてきました。一方で、このような発酵制御因子として光が考慮され

ることはほとんどありませんでした。我々は、発酵生産の高度化を目指して、麹菌の光応答機構を解

明し、光スイッチ等の技術を開発する研究を行っています。

12時間明/12時間暗
明暗繰り返し培養

波長及び光強度による麹菌物質生産への影響を詳しく研究し、光による麹菌生育や酵素生
産の制御技術を開発します。そのための基礎研究として光応答遺伝子のプロモーター領域
の解析、光受容体を介した麹菌細胞内の信号伝達系についての研究を進めます。
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